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「情報基礎」現状 と課題

教養部 横 田 袖
'目

1.は じめ に

情報 関連科 目の改定 に伴 い 、全 学生 が卒 業 まで に単位 を取 得 しなければ な らない科 目 と

して 「情 報基礎 」 が 開設 され てか ら、4年 目に入 った。 そ こで、 「情 報基 礎」 の現 状 を報

告す る と ともに、 問題 点 や今後 の課題 につ いて検 討す る。

「情報 基礎」 は
、0通 りコ ンピュー タ(パ ソ コン とい うべ きか)の 操作 が で きる学 生 を

対象 と して、情 報社 会で必 要 とな る と思 わ れ る

イン ターネ ッ トの 簡単 な説明 と電子 メ0ル の実 習(電 子 メール によ る出席 確 認)

情報倫 理 に関す る講 義 およびパ ス ワー ドの 変更(実 習)

を行 う科 目で あ る。詳細 は、「講 義要綱(シ ラバ ス)」(今 年 度 の もの を、付録 に掲載 す る)

を参照 して頂 きたい。

効 果 も上 が って きてい る と思 われ るが 、問題 点 も多 く出て きてい る。例 えば、

① イ ンター ネ ッ ト(電 子 メー ルやWeb)が で きる携 帯 電 話 の急 激 な普 及 に よるパ

ソ コンを用 い たイ ン ター ネ ッ トの実 習 とのギ ャ ップ

② 実 習 に時 間 を割 かれ るため 、情 報倫 理 関係 の説明 時間が不 足す る

な どであ る。

したが って、来年 度か らの高校 におけ る 「情報」 科 目開設 を考 え る と、 カ リキ ュ ラムの

見直 しの時期 に きてい る とい える。

2.「 情 報基 礎 」の現 状 と問題点

こ こで は、 「情報 基礎」 の現状 と問題 点 につ いて報告 す る。現在 、3名 の専 任教 員が担 当

してい る。基本 的 な内容 につい ては、 同 じで はあ るが、詳 細 にみ れば各教員 で異 なる部 分

もあ る。 また、評 価 も教 員 に よる大 きな差 が で ない よ うに、相談 を して いる。本稿 で は、

原則 として筆者 の授 業 での現状 を報 告す るが 、全体 に共通 す る こ とも多 い と思 う。

2-1出 席 および単位取得の状況

内容に入る前に、出席および単位取得の状況をまとめる。先にも述べたとお り、必須科

目であるため、全学生が必ず単位 を取得 しなければならない。実習を伴 う科目であるため、

出席は重要である。授業時間の2/3以 上の出席がなければ、 自動的に 「不足」になる。

現在、授業を登録 して単位が取得できない学生(受 講生の1割 程度)の ほとん どが、この

出席不足によるものである。授業をきちんと受け、試験を受けながら単位が取れない、す
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なわ ち、「不 可(60点 未 満)」 は、半 期(1セ メス ター)の8ク ラス(定 員560名)全 体 で も、

10名 程度 であ る(不 可 の ない クラス もあ る)。 一部 、試験 を受 け ない 「欠席」が、数 名い る。

最 後 の 「欠席」 につ い て、 ユつ コメ ン トす る。「情 報 基礎 」 で は、電子 メー ルの実習 に

関す る 「実技 試験」 と、 イ ンター ネ ッ トの基礎 知識や情 報倫 理 に関す る 「筆記 試験」 とい

う2つ の試験 を行 ない、総合 的 に評 価 してい る。 どち らか 方 の試 験 だ けでは、合格 はで

きない[注1]。 両 方 とも受 けない学 生 もい るが 、 方 しか受 けない学 生 もまれ にいる(他

の教 員で も同 じこ とが あ る との こ と)。 初期 の ころ は、実技 試験 と筆記 試験 の2つ とも受

け なければい けない とい うのが、 きちん と理解 され てい なか った こ とによる。 この経験 か

ら、授業 中 に何度 も説 明 を して いる に もかか わ らず 、毎 回存在す るの は なぜ であ ろ うか。

単位 取得 をあ きらめ たのか 、今の ところ理 由 はわか らない。

多 くの学 生 は、1～2年 生で単位 を取得 してい るが 、4年 生 に なって も取得 で きてい な

い学 生 も若干 いる。 出席 重視 の科 目で あるの で、就職 活動 で忙 しくなる4年 生の ときに受

講 す る と、出席 不足 で単位 が取得 で きない とい う事態 にな りか ね ない。ただ 、4年 生 に なっ

て初め て受 講す る とい う学生 は ほ とん どい ない ようであ る。以 前 に、取 得 で きなか った た

め と思 われ るが 、取得 で きない理 由の ほ とん どが 出席不足 で あ るこ と考 える と、状況 は もっ

と深 刻 か も しれない。

ここで、 出席 に関 して、若干 感 じてい る こ とを コメ ン トしてお く。 「情報 基礎 」 は、機

器 の関係 で70名 が定員 であ る。 このため 、時 間割 の 関係か希 望者 が多 く抽選 を行 な う必要

があ る クラス と希 望者が 定員以 下 で全員が受 講 で きる クラスがで きる。 この と き、前 者の

クラスは、比較 的欠席 や不足 が少 な く、後者 に多い傾 向が 見 られ る。他 の教員 の ク ラスで

も見 られ る傾向 ら しい。 抽選 を した場 合 、 自分 は選 ばれ たので あ り、受 講 で きなか った学

生 を見 てい るため、受講 意識 が高 くな る と考 え られ る。 また、前期 に比べ て、後期 のほ う

が 、不足が 多い とい うのは毎年 の傾 向で あ る。

2-2電 子 メ ール の実 習の状況

次 に、授業 内容 にはいる。 まず、電 子 メー ル実 習の状 況 か らみ る。

筆 者 の場 合、 クラ イア ン トであ るWindowsパ ソコ ンか らTELNETを 用い て メー一ルサ ー

バ を遠隔操作 して、メー ルの送 受信 を行 う形式 を採 用 してい る。これは、2台 の コン ピュー

タを利 用 してい る とい うこ と を きちん と理解 す る こ とを 目的 と した いた め であ る。 メー

ラーは、一 度設定 して しまう と、 あ とは、 ワー プ ロな どと操作 法 は大差 ない。 しか し、設

定 が一度 だけ なので、 全員出席 していれ ば よいが 、欠席 者が い る と、設定 してあ る者 と し

てい ない者 が 混在 して しま う(TELENTの と きは、 毎 回同 じ操 作 で あ るので 、一 回の休

み は取 り戻せ る)。 さ らに、 あ たか もパ ソ コ ンが メー ルの送受 信 を して い る ように感 じて

しまい 、 メー ルサ ーバ の存在 を忘 れて しまう とい う問題 が あ る。 それ はそれで 良いの では
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とい う意見 もあ るか もしれ ないが、 プ ロバ イ ダや メー ラー を変更 した と きに、 自分 で設定

が で きない とい う問題 が生 ず る。携帯 電話 の よ うに、既 に設 定済 みで 変更 しないので あれ

ば、それで もよいか もしれ ないが、 パ ソコ ンの場 合 は問題 で はない か と思 う。 この携 帯電

話 とパ ソコ ンの差 が、 ほ とん どの学生 が メー ル機 能 のあ る携 帯電 話 を持 ってい るに もか か

わ らず[注2]、 メー ルサ ーバの概 念 を理解 す る こ とを難 し くしてい る と考 え られ る。

その上、情 報倫理 と もか らむが、 パ スワー ドの変更 は一一般 に メ0ラ ーか らは出来 ないの

でTELNETで 接続 し、UNIX上 で行 な う必 要が あ る。 そ の ため に も、現 状 で は上記 の方

法が よい と考 えてい る。

実 習 にお け る差 が大 きい とい う問題 もあ る[注3]。Window操 作(マ ウス操作 を含 む)

や 日本語 入力 が 出来 る学 生が受 講 してい るはず であ るが 、操 作技術 に大 きな差が で てい る。

このため 、出席 を とるための電子 メー ルの実習 で は、直 ぐに終 る学生 は 、なか なか送 れ な

い学 生 が終 る まで何 もす る こ とが な く待 って い る とい う状 況 が生 じてい る[注4]。TEL-

NETで 遠 隔操作 し、UNIXの 命 令 を実行 す る こ とにな れて い ない た め と思 われ る。 ほ と

ん どの こ とが、マ ウス をク リ ックす るだけで で きて しまうWindow操 作 に なれてい るため 、

命 令 をキーボ ー ドか ら一 々入力 しな ければ な らない、UNIXは わず らわ しいの か もしれ な

い。 しか し、文章 は、 キー ボー ドを利用 す るので あ るか ら、 同 じであ る と思 うの だが。 も

しか した ら、携帯 電話 での文字 入 力の方法 になれ て しまい、 キ ーボー ドに よる文字 入力 さ

え、難 しいのか しれ ない。

操 作技術 の差 に関 す る こ とは、 「情 報基 礎」 に限 らないが 、高 校 での情 報科 目の授 業 内

容 によっては 、 さらに深 刻 にな る問題 であ る と思 う。

以上で は、電子 メールの実 習 にのみ焦 点 を当 てた。実 習 と して行 ってい るの は、電子 メー

ル とパ ス ワー ドの変更 だけ であ る。 あ と、 メー ラーの設定 につい ては プ ロジェ ク タを用 い

て紹介 す る程 度 で あ る。 また、 ホー ムペ ー ジにつ い て は、本学 と図書 館 のWebサ ーバ を

用 いた 、ご く簡単 な実習 であ る。学外 は、プ ロジ ェ クタのみ であ る。これ以上 の内容 を(今

の科 目の 中で)行 う必要 があ るか どうか疑 問 を持 ってい る。その ための 時 間(1コ マ分)が 、

保証 されれば充分 で ある と思 う。

2-3情 報倫 理

最後 に、情 報倫理 に関す る状 況 をみ る。情 報 倫理 関係 のテ キ ス トは

情 報教 育研 究会 ・情 報倫理 教育研 究 グル ー プ編

rイ ンターネ ッ トの光 と影 被 害者 ・加 害者 に な らないた めの情 報倫理 入 門」

であ る。 各項 目が2～3ペ ー ジに まとめ られ てい て便 利 であ る。 ただ、 内容 が 多い ため、

全 て を授 業 内で説 明す るに は無理 が あ る。授 業 で は、主 と して影 の部 分 を選 ん で、講義 を

してい る。来 年度 か らは、以下 の テキ ス トに変 更の予 定で あ る。
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「イ ンター ネ ッ ト社会 を生 きるための情報倫 理 」

情 報教育学 研 究会(IEC)・ 情報倫 理教 育研 究 グル ープ著/実 教 出版株式会 社

これ は、現 在 のテ キス トの筆 者達 が、 内容 を コ ンパ ク トに ま とめ た もの であ り、マ ンガ も

使 用 されてい てわか りやす い(も しか した ら、高校 の副教 材 か もしれ ないが)。

ただ、時 間不 足 は解 決 しない。 先に述べ た、出席確 認 の電子 メー ルの実 習 に時 間 を割 か

れ るため に、講 義 を して いる時 間が充 分 に とれ ないため であ る。 さらに、情 報倫理 に絡 ん

で、 本学 園の規 程[注5]も かいつ まんで説明 して い るが 、 これ も時 間が足 りな くなってお

り、 「あ とは、読 んでお くよ うに」 となって しまい残 念で あ る。

情報 倫理 にか らんで、 パ ス ワー ドの 重要性 を説明 したあ と、WindOwsの 各 自ア カウ ン

トの パ スワー ドを変 更 してい る。 メー ルサ ーバ につい ては 、授 業時 のみ の使 用 であ るので 、

変更 は して いない。 これ に関連 して 、

1.本 来 の意 味 を理 解 せず 、使 用 す る文字 や字 数 な どの注 意 を守 って い ない ような パ ス

ワー ドが あ る(WindOwsの パ スワー ドの設 定が 甘 くな ってい るので 、 どん な もの で

も受 けつ けて しまう)[注6]。

2.ク ラ イア ン トで あ るパ ソコ ン(Willdows)の パ スワー ドの変 更で あ るに もかか わ らず 、

メールサ ーバ も変 更 されて い る と思 い 、 メー ルサ ーバ に接続 で きない と質問す る学 生

が い る。

な どの 問題 が あ る。後 者 は、2台 の 別の コ ン ピュー タを利 用 して い るこ とが 、 きちん と理

解 されてい ない こ とを示 して いる。携帯 電話 で は、 一般 にパ スワー ドを使 用 しな い こと も、

パ スワー ドに関す る認 識が 充分 で ない原 因の ・つ と考え るのが 自然 で あ る。

さらに、個 人情報 と しての 「ユ ーザ 名」 や 「メー ルア ドレス」 とセ キ ュ リテ ィの ための

「パ ス ワー ド」 の違 い を
、正 し く理解 してい ない学 生 も多い。 こ ち らか らの 「ユ ーザ 名」

や 「メール ア ドレス」 を尋 ね る質 問 に 「『個 人情 報」 なの で、教 え られ ませ ん」 とい う回

答 も多い。 これで は、相手 は電 子 メー ルを送 る こと さえで きな くな る。 個 人情 報 は取扱 に

注意 がい るが 、状況 に応 じて相手 に伝 える必 要 もあ る こ とを、 正 しく認識 して もらうこ と

が重 要で ある。注6に も・書いたが 、「パ スワー ド」 の 質問の副 作用?か も しれ ない。

2-4「 情 報基礎 」取 得後 の状況

最 後 に、「情報 基礎」単 位取 得後 の状 況 につ いてみ る。「情 報基礎 」を取 得す る と、「eメ ー

ル利用講 座」 を受講す れ ば、本学 の イン ター ネ ッ トの利 用 アカ ウ ン トを取 得で きる こ とに

なってい る。 しか しなが ら、今年 度 前期の講 座で は、約60名 程 度 しかお らず 、単位取得者

の2割 に も達 してい ない。 …番の理 由は、通 常 の使 用で あ れば 、携 帯 電話 で充 分 であ る こ

とと考 え られ る[注2]。

また、現 在の 大学 で の インター ネ ッ トは、大学 に来な ければ使 用で きない環境 にある。
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自宅 か ら使 用 しよ うと思 うと、一般 の プロバ イ ダと契約 しなけれ ば な らず、大 学で ア カウ

ン トを もつ メ リ ッ トが少 ない こ とも原 因で あろ う。

さ らに、 「講座 」 の内容 が 、理 解 され てい な い こ と も原 因 の一 つ であ ろ う。 内容 は、新

しい技 術 の修得 では な くメールサ ーバ のパ ス ワー ドの変 更 と メー ラーの環境 設定 であ り、

単位 を取 得 してお れば、 簡単 に済 む こ とであ る[注7]。 ただ 、「講 座」 とい う名称 か ら、

更 に 「講習」 とい うか 「授 業」 を受 け なけれ ば も らえ ない とい う感覚 が学生 にある と思 わ

れ る。

3.今 後の 課題

以上 、「情 報 基礎」 の現 状 と問題点 を見 て きた。 ここで は、そ れ らを踏 まえ、今 後 の課

題 につ いて感 じてい る こ とを簡単 に述べ て まとめ と したい。

今後 、高校 で 「情報科 目」 を受講 して くる こ と、通常 の こ とな らイ ンター ネ ッ トの で き

る携 帯電話 で済 んで しまうこ とな どを考 え る と、現 在の 「情 報 基礎」 は

① 操作 方法 に関 して は、パ ソコ ンの操 作 の 中 ・上級編 を希 望者 に対 して行 な う。

② 情報 倫理 に関 して は、講義科 目 と し、 こち らのみ必 須 とす る[注8]。

に、分 け て実 施す るのが最 も効果 的 であ る と思 う。

ただ、 中 ・上級 の操 作 につ いて は、具体 的内容 が は っ き りしない。携帯 電話 な どで も出

来 る もの をパ ソコ ンで行 うよ うな現 在 の実習 内容 は 、実 情に合 わな くな りつつ あ る。 した

が って、パ ソコ ン特有 の操作 ・内容 にす る必 要が あ る。 しか しなが ら、学 生 の興 味が 多様

な教養部 で 開講 す る科 目の 内容 を決め るの は難 しい。

これ らを、有効 にす るため には、 各学 部 との連携 が重 要で あ る。教 養部 の情報 関連科 目

の 中だけでの変 更で は な く、大学 全体 と して、情報 社会 に対す るための情報 関連 科 目 をど

の ように位 置付 け るのかの検討 が必 要 な時期 に きてい る とい え る。今 後 、全学 の カ リキュ

ラム として、検討 される こ とを期待 す る。

注

[注1]筆 者 の場 合 で は、筆記 試験 で満 点 を とる と、 ぎ りぎ り合格 で きる。 今 の ところ、

満点 はい ない。

[注2]授 業 時 の ア ンケー トに よる と、持 って い ない学 生 は各 クラ ス(回 答 数60名 前 後)

の内1～3名 程 度 に過 ぎない。

[注3]「 情報 基礎 」 で はな いが 、操 作 の基 礎(入 門)の ため の 「コ ン ピュー タ入 門」 を

来 年度(平 成15年 度)か ら、 レベ ル差 を設 けて 「パ ソ コ ン操作1」(初 心者 向 け)

と 「パ ソ コン操作H」(や や 中級者 向 け)に 分 け るこ とにな った。「パ ソコ ン操作1」

を 「情報 基礎」を受 け るための条 件(免 除制 度 は続 け る)と し、「パ ソコ ン操 作H」
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は、「情 報基礎 」 と並 行受 講可 能 にす る。

[注4]速 く終 了 した学 生 には、別 の課題 を 与えて お くとい う方 法 も考 え られ るが・ ます

ます技術 に差 がつ くとい うジ レ ンマ に陥 る。 い まの ところ、 どう した らよいか分

か らない状況 にある。

[注5]「 学 校法 人正 強学 園個 人情 報 取扱 規程 」、「学校 法 人正 強学 園情 報 倫理 規程」、「学

校法 人正強 学園 ネッ トワー ク利 用 に関す る規 則」 の3つ を取 り上 げ てい る・

[注6]な ぜ 、注 意 を守 ってい ないパ ス ワー ドがあ る こ とが わか るのか は以 下 の事情 に よる・

出席確認 の メールで 「あ なたの現 在 のパ ス ワー ドは何 です か」とい う質問 をす る と、

返 事 として返 って くるの であ る。もち ろん、情報 倫理 上、この質問 に対 しては、「答

え られ ませ ん」 ・ 「教 え られ ませ ん」 と答 え て欲 しい ので あ るが(前 の時 間 に、

例 外 な しに他 人 に教 えては いけ ない と説明 してい る)。 この時 の注意 で 、多 くの学

生 は、パ ス ワー ドを教 えな くな るの で、 この 質問 の効 果 は高 い ようであ る。 ただ、

その副作用?と して 、ユ ーザ 名や メー ル ア ドレス まで答 え な くなるのは、(も ち ろ

ん、無 制限 に教 えるの は問題 だが)困 って しま う。参 考 まで に、どの程度 の学生 が 、

パ ス ワ.___ドを送 って きたか を以 トの 表 に ま とめ る(湊 先 生 の クラスの デー タも教

えてい ただ いた。感謝 します)。 平均 す る と53%で あ るが 、 クラ スに よって差 が あ

る ように もみ える。時 間 的 に後 の クラ スで は 、前 の ク ラスの情 報が 伝 わ ってい る

ため か もしれ ないが、 は っ き りと した こ とは わか らない。

クラス

A

B

C

D

送 っ た 学 生

37(60.6%ｺ)

27(49.1%,)

33(62.3(%》)

23(40.0%〉)

出席学生

」 61

」 55

》) 53

》) 59

[注7]言 い換 えれ ば、「情 報基礎 」 の単位 さえ取 得す れば 、学 内 の インター ネ ッ トは、実

質、す ぐに使 え る環 境 にな る といえ る。パ スワー ドの変 更 とメー ラーの環 境設 定

を学生 各 自が 行 うことにすれ ば、「eメ ー ル利 用VI'F座」 も不要 になるが、 セ ンター

業務 へ の影響 を考 え る と、現状 で は 「eメ ー ル利用 講座 」 は必 要 であ る と思 う。

希望 者 が現在 と同程度 で あ れば 、学生 ス タ ッフ に一 任 す る方法 も考 え られ るの で、

今 後検討 すべ きこ とか も しれ ない。 た だ、 希望 者 が殺 到す る よ うだ と、本来 の業

務 に支障 がで るので 、や は り 「講 座」 の形 式 で行 う必 要 があ る。

[注8]全 員 に対 して必 須 とす るか につ い て は議 論 のあ る ところで あ ろ うが 、現在 、社 会

問題 に なって い る住 民 基本 台帳 ネ ッ トワー クをは じめ とす る 「個 人情 報」 や コ ン

ピュー タ ・ウ ィル スの蔓 延 な どを考 える と、必 須 化 は必 要 であ る と思 う。 さ らに、

倫理 にか らむ学生 の問題 の ある利 用 な どか らみ て も、強化 は必 要 であ る。
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付録 「情報基礎」シラバス

今年度の筆者のものであるが、他の教員も基本的に同じ内容である。

情 報基礎2単 位1・2年 次

【テ ーマ】

情報 社会 で生 きるため に!

【概要 ・内容 】

本科 目は、現代 の情 報社 会 で活動 す る上 で必 要 な最 低 限の知識 を解 説す る。多 くの

人が 、現 在 の情 報社 会 には光 と影が あ る ことを感 じてい る。 この影 の部分 に光 を当て 、

情 報社 会 を 「秩 序 あ る社 会」 にす るに は どの ようにす れ ば よいか、技術 的側面 、法 的

側面 、倫 理 的側 面 か ら考 え る。 この ことを理 解 した上 で、現 在 の情 報社 会 で重 要 な役

割 をはた してい る イン ター ネ ッ トを利 用す る技術 を養 う。

① イ ン ター ネ ッ トを利用 す る上 で の基礎知 識

② 主 と して電 子 メー一ルの操 作法 の解 説 と実 習

③ 情報 倫理 に関す る講義

情報 ・個 人情 報 ・知的所 有権 ・コ ミュニケ ー シ ョン(ネ チ ケ ッ ト)・ セ キュ リテ ィ

(パ スワー ドの変 更の実 習 を含 む)・ 犯 罪 ・情 報社 会 につい てテ キス トに沿 って

解説 す る。 また、本学 の 「個 人情報取 扱 規程」 等 の規則 につ いて も説 明す る。

④ ホームペ ー ジ とメー ル ツー ル(メ ー ラー)の 概 要 く実習 または プ ロジェ クター

に よる解説〉

【評価方 法 ・基 準】

筆 記 ・実技 試験 及 び授 業 中の態度 と出席 状態 に よ り評価 す る。

【テキス ト】

情 報教育研 究 会 ・情報 倫理教 育研 究 グル ープ編

『イ ンター ネ ッ トの光 と影 被害 者 ・加 害者 にな らないため の情報倫 理 入門』

(北大路 書房)

【参考書 ・履修 上 の注 意事項 等】

① ローマ字 で漢字 の 入力が で きる こ と。

② 受 講す る ため には、 コ ンピュー タ入門 または コン ピュー タ基 礎 を修 得 して いるか、

コ ンピュー タ入門免 除願 い を提 出 してい る こ と。

③ 毎 時 間電 子 メー ルを利 用 した 出欠 を とる。1/3以 上 欠席 した もの には単位 を出

さない。

④ 実習 を伴 う授業 で あ るの で、定 員 は70名 とす る。
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